
⑨ 平成19年１月31日発行 鞍手町議会だより No.69

医師・看護師の増員が求められている病院

（
要
旨
）

若
い
世
代
の
結
婚
や
出

産
・
子
育
て
な
ど
へ
の
た
め

ら
い
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

的
要
因
が
あ
り
ま
す
。
そ
う

し
た
要
因
を
取
り
除
く
た
め

に
、
雇
用
・
福
祉
・
教
育
・

住
環
境
・
税
制
な
ど
の
社
会

の
幅
広
い
分
野
に
お
け
る

「
環
境
づ
く
り
」
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、「
子
育

て
支
援
策
」
を
早
急
に
実
施

さ
れ
る
よ
う
強
く
陳
情
い
た

し
ま
す
。

（
陳
情
項
目
）

一
、
学
校
入
学
前
ま
で
の
医

療
費
を
無
料
化
す
る
こ
と
。

二
、
保
育
料
な
ど
、
子
育
て

費
用
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ

と
。

三
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

児
童
が
放
課
後
安
全
に
過
ご

せ
る
よ
う
に
、
施
設
の
最
低

基
準
の
設
置
と
、
指
導
員
の

身
分
保
障
、
資
質
向
上
の
施

策
を
拡
充
す
る
こ
と
。

陳
情
者

子
育
て
を
応
援
す
る
住
民
の
会

代
表
　
田
代
　
直
世

送
付
先鞍

手
町
長
　
柴
田
　
好
輝

（
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医
療
事
故
を
な
く
し
、
安

全
・
安
心
で
ゆ
き
と
ど
い
た

医
療
・
看
護
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
医
療
従
事
者
が
ゆ

と
り
と
誇
り
を
持
っ
て
働
き

続
け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り
が

不
可
欠
で
す
。

し
か
し
、
医
療
現
場
の
実

態
は
か
つ
て
な
く
過
酷
に

な
っ
て
お
り
、
医
師
や
看
護

師
等
の
不
足
が
深
刻
化
し
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
貴
議
会
に
お
か

れ
ま
し
て
、
次
の
事
項
を
決

議
し
、
意
見
書
を
国
へ
提
出

し
て
い
た
だ
く
よ
う
陳
情
し

ま
す
。

一
、
医
師
・
看
護
師
な
ど
医

療
従
事
者
を
大
幅
に
増
員
す

る
こ
と
。

二
、
看
護
職
員
の
配
置
基
準

を
、「
夜
間
は
患
者
10
人
に

対
し
て
１
人
以
上
、
日
勤
帯

は
患
者
４
人
に
対
し
て
１
人

以
上
」
と
す
る
な
ど
、
抜
本

的
に
改
善
す
る
こ
と
。

三
、
夜
勤
日
数
を
月
８
日
以

内
に
規
制
す
る
な
ど
、「
看

護
職
員
確
保
法
」
等
を
改
正

す
る
こ
と
。

陳
情
者

福
岡
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会

執
行
委
員
長

如
田
　
道
開

送
付
先

内
閣
総
理
大
臣

安
倍
　
晋
三

厚
生
労
働
大
臣

柳
澤
　
伯
夫

総
務
・
郵
政
民
営
化
大
臣

菅
　
　
義
偉

文
部
科
学
大
臣

伊
吹
　
文
明

財
務
大
臣

尾
身
　
幸
次

（
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）

医
療
制
度
改
革
関
連
法
」

が
成
立
し
、
今
後
６
年
間
で

現
在
38
万
床
あ
る
療
養
病
床

の
う
ち
の
23
万
床
（
６
割
）

が
削
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
10
月
か
ら
療

養
病
床
に
入
院
す
る
70
歳
以

上
の
患
者
さ
ん
の
う
ち
医
療

の
必
要
度
が
低
い
と
み
な
さ

れ
る
患
者
さ
ん
の
食
費
・
居

住
費
が
保
険
給
付
か
ら
外
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

該
当
の
入
院
患
者
さ
ん
は
、

大
幅
な
負
担
増
を
強
い
ら
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
入
院
継
続

が
困
難
に
な
り
、
や
む
な
く

退
院
す
る
方
が
多
数
出
て
く

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
住

民
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
安
心
し
て
医
療
や
介
護
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
、
次
の
事
項
に
つ
き
決

議
し
、
意
見
書
を
国
へ
提
出

し
て
い
た
だ
く
よ
う
陳
情
し

ま
す
。

一
、
国
の
療
養
病
床
の
廃

止
・
削
減
計
画
の
見
直
し
を

求
め
る
。

陳
情
者

福
岡
県
保
険
医
協
会

会
長
　
松
井
　
岩
美

送
付
先

内
閣
総
理
大
臣

安
倍
　
晋
三

経
済
財
政
政
策
担
当
大
臣

大
田
　
弘
子

財
務
大
臣

尾
身
　
幸
次

総
務
・
郵
政
民
営
化
大
臣

菅
　
　
義
偉

厚
生
労
働
大
臣

柳
澤
　
伯
夫

ほ
か

子
育
て
支
援
の
充
実
を
求

め
る
陳
情

国
の
療
養
病
床
の
廃
止
・

削
減
計
画
に
関
す
る
陳
情

安
全
・
安
心
の
医
療
と
看

護
の
実
現
の
た
め
医
師
・

看
護
師
等
の
増
員
を
求
め

る
陳
情

70歳以上の方が入院されている病室

９月定例会で継続審査としていた陳情１件を含む３件を全員賛成で採
択とし、意見書等を関係機関宛送付しました。


